
「経口摂取が困難になった場合の栄養方法」について

経口摂取が困難になり、食事を拒否したり、自分から食べようとしないとき、あるいはどうしても
口から飲み込むことが出来なくなったときの基本的な栄養方法については、

①口からたべたりのんだり出来る分のみで、できるところまでにする。
②人工的な水分・栄養補給方法を行う。

二通りの考え方があります。

［瞭下ゆみと紛が困難なときの水分 ・ 栄養補給方法について

回復不可能なご病気や年齢のために膜下がむつかしくなると、十分な栄養や水分をとることができ
ず誤職性肺炎を起こす可能性が高くなります。しかし、 「口から食べるJ可能性を追求し自然な形で
過ごすため、まずは介護する方の協力のもと下記の方法で経口摂取の努力をつづけます。

・食事形態の工夫
ミキサ ーなどで食事をこまかくする。とろみ剤や市販のゼリ ー状の食事などを用いる。

音ゅうたんしゅぎ

・眼疾手技（療を吸い取る方法）の習得
食事がのどにつまったり、口の中にのこったときに、それらを疾とともに吸い取る0

・言語聴覚士・歯科衛生士・歯科医師の指導をうける
�予機能評価、議予訓練をおこなう。 

※ご本人の意思疎通が可能な場合は、舌の運動・発声練習なども効果的です。

これらの方法をためしても困難な場合は、氷をなめさせ、スポンジで口の中をきれいにするなどし
て、ご本人が心地ょくすごせるようにします。

［人工的芯水分 ・ 栄養方法について

医学的理由で希望どおりに出来ない場合がありますが、人工的な水分・栄養補給方法には下記①～④
があります、それぞれ利点・難点があります。

＠ 

＠首 雇・ ・・ …・・ ・・ ・…・ ・内視鏡手術で胃に穴をあけて栄養剤を注入
＠権言語雀薬事． ・・・・ ・・ ・…・ ・鼻から胃にチュ ー ブを入れて栄養剤を注入
＠胸部中心静脈からの高力ロリ ー輸液 …… 小手術を要す
。点 滴....・ H ・...・ H ・－…...・ H ・...・ H ・－…・・… 水分と少量の栄養のみ
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